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2022 年 10 月 31 日 情報システム学会 HIS 研究会 開催報告 

 

１．開催概要：下記フライヤーのとおり。 
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2．告知と申込状況 

 

告知方法： 

・情報システム学会メルマガ配信 

・情報システム学会広報委員会 Twitter 

・前回 HIS 研究会参加者へのメール案内 

・情報システム学会広報委員による告知 

・ご講演者の橋本功様、前川國男建築設計事務所様、前川國男建築ネットワーク様（SNS 上 

のコミュニティ）の関係者による告知 

・Peatix 

 

申込数：５３名。内訳は以下の通り。 
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３．当日の状況 

 

参加数：会場 １９名、オンライン ２９名（いずれも事務局を含む。ご講演者は除く。） 

参加率（申込数に占める参加数）：８１％ 

 

 偉大な近代建築家である故・前川國男氏が、まちや建物に集う人間の生活を考えて設計し、

東京駅周辺のランドマークとなっていた東京海上日動ビルが、このたび取り壊されること

になりました。高度成長期以降、経済合理性の追求が進み、投資対象となった建築がスクラ

ップアンドビルドされるようになっていったなかで、前川國男氏は、「都市計画とは、市民

の生活の主体を作ることだ」と考え、いわば「人間中心の建築」のあり方を追求しました。 

 今回の HIS 研究会では、前川建築設計事務所で現在も前川國男氏の打ち立てた理念にも

とづき建築設計に取り組んでおられる、同事務所の橋本功所長にご登壇いただき、前川國男

氏の建築や都市計画についての考え方や具体的な取り組みについて詳しくお話しいただき

ました。また、後半には、会場とオンラインの参加者を交え、「都市とは誰のものか」とい

うテーマでディスカッションを行いました。 

 「人間中心の情報システム」を掲げる情報システム学会と、「市民の生活の主体を作る建

築」をめざす故・前川國男氏および前川建築設計事務所の考え方には、実は共通点が多く、

親和性が高いということを、それぞれの関係者が相互に確認できて、活発な質疑や議論が行

われました。 

 このたびの HIS 研究会では、建築という分野におけるアナロジーとしての「人間中心の

情報システム」について論じました。今後も HIS 研究会では、情報デザインやリベラルア

ーツを含む幅広い分野にわたって、「人間中心の情報システム」についての研究と実践に取

り組んでまいります。 

 

■ご講演者の橋本功様 
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■会場の様子 

 

■対面・オンライン参加者を交えたディスカッション（ファシリテーター：中嶋聞多主査） 
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４．終了後アンケート 

 

回答数：１８件 

回答率（参加数に占める回答数）：３７.５％ 

 

 

 

 

 

以上 


